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○広島県立学校の短時間勤務会計年度任用職員の人事評価に関する訓令 

令和二年四月一日教育委員会教育長訓令第五号 

県立学校 

広島県立学校の短時間勤務会計年度任用職員の人事評価に関する訓令を次のように定める。 

広島県立学校の短時間勤務会計年度任用職員の人事評価に関する訓令 

（趣旨） 

第一条 この教育委員会教育長訓令は、広島県立学校職員の人事評価に関する訓令（平成二十八年

広島県教育委員会訓令第八号）第三条第二項の規定に基づき、同条第一項第二号に規定する非常

勤職員のうち、地方公務員法（昭和二十五年法律第二百六十一号）第二十二条の二第一項第一号

に掲げる職員（以下「短時間勤務会計年度任用職員」という。）の人事評価の実施に関し必要な

事項を定めるものとする。 

（人事評価の実施） 

第二条 短時間勤務会計年度任用職員について実施する人事評価は、定期評価及び特別評価とする。 

２ 前項の定期評価は、勤務成績評価とする。 

（対象者） 

第三条 勤務成績評価は、短時間勤務会計年度任用職員について、次の各号のいずれかに該当する

場合を除き、実施する。 

一 被評価者の任期が三月に満たない場合 

二 被評価者の週当たりの勤務時間が十時間に満たない場合 

三 被評価者が休暇、休職、停職その他これらに類する事故のために長期にわたり職務に従事し

なかった場合 

（評価期間及び基準日） 

第四条 勤務成績評価の評価期間は、短時間勤務会計年度任用職員の任期が開始する日から終了す

る日までの期間とし、任期が終了する日を基準日とする。 

（勤務成績評価の方法） 

第五条 勤務成績評価は、あらかじめ定められた評価要素について、被評価者である短時間勤務会

計年度任用職員の実際に従事する職務内容に照らして当該短時間勤務会計年度任用職員に求めら

れるべき能力発揮又は行動の水準を基準として、評価期間において当該短時間勤務会計年度任用

職員が職務遂行の中で発揮した能力や行った行動の程度を評価することにより行うものとする。 
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２ 勤務成績評価は、絶対評価で評価する。 

３ 勤務成績評価は、短時間勤務会計年度任用職員ごとに、別記様式による短時間勤務会計年度任

用職員勤務成績評価書（以下「評価書」という。）に評価者が記入するものとする。 

４ 勤務成績評価における評価の基準は、別表のとおりとする。 

（評価者） 

第六条 勤務成績評価においては、校長を評価者とする。 

（評価書の効力） 

第七条 評価書は、当該評価期間中の短時間勤務会計年度任用職員の勤務成績を示すものとする。 

（評価結果の取扱い） 

第八条 各短時間勤務会計年度任用職員の定期評価の結果の取扱いについては、別に教育長が定め

る。 

（条件付採用期間満了前に実施する特別評価） 

第九条 条件付採用期間中の短時間勤務会計年度任用職員については、条件付採用期間満了前に特

別評価を実施する。 

２ 前項に規定する特別評価は、広島県立学校職員の人事評価に関する訓令別記様式第一号による

能力評価書に記入するものとする。ただし、評価者が短時間勤務会計年度任用職員の職務遂行に

支障がないと認める場合は、当該能力評価書の記入を省略することができる。 

（雑則） 

第十条 この教育委員会教育長訓令に定めるものを除くほか、短時間勤務会計年度任用職員の人事

評価の実施に関して必要な事項は、別に教育長が定める。 

附 則 

この教育委員会教育長訓令は、公布の日から施行する。 

別表（第５条関係） 

評価 評価基準 

５（非常に優秀） ・該当職種の期待レベルを上回る非常に高い能力水準である。 

・目標（期待）を大幅に上回る、極めてよい達成度であった。 

・他の模範となる姿勢・行動であり、周りに好影響を及ぼした。 

４（優秀） ・該当職種の期待水準を十分に満たす能力水準である。 

・目標（期待）を上回る達成度であった。 
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・十分に満足のいく姿勢・行動であった。 

３（標準） ・該当職種の期待水準に近い、妥当な能力水準である。 

・目標（期待）どおりの達成度であった。 

・ほぼ期待レベルの姿勢・行動であり、特に問題はない。 

２（やや劣る） ・当該職種を担うには、もう少し能力向上が必要である。 

・やや目標（期待）を下回った達成度であった。 

・もう少し努力を要する姿勢・行動であった。 

１（劣っている） ・当該職種を担うには、かなりな能力向上が必要である。 

・目標（期待）を大幅に下回った達成度であった。 

・姿勢・行動にかなりな改善を要する。 
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別記様式（第５条関係） 

 

 

 


